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当調査部では昭和56年度から継続して石神遺跡の調査を進めており、第3次に当

たる本年度は 7月18日から着手した。発掘面積は約1500戒である。調査は未だ半ば

を過きたばかりで、今後の進展に委ねるべき点も少なくないが、中閻発表として現

在までに知りえた調査1J)概要を報告しておきたい。

伍神遺跡は明H香村字石神に所在する。明治35年秋、本年度調査区の束に接する

水田から、飛烏資料館に展ホされている「須弥山石」「石人像jが出土したことで、

伍神の地は早くから著名であった。昭和11年春には石田茂作氏らによって部分的な

発掘調査が行なわれた。この時の調査では、石造物出土地点付近で屈折する石組溝

と石敷遺構の存在が確認され、これらば白造物と一連の施設で、斉明紀の記事にみ

える饗宴の場との関連が推定されたのである。しかし、この段階では璽庖する遺構

を 1肖粒的に峻別し •C 発掘寸る方法はまだ未熟であり、また、各遺構の年代比定にも

疑問があって、石神遺跡のこうした性格づけは単なる想定の域を出なかった。また、

明治45年の喜田貞吉氏の提古以来、飛烏寺の北で雷丘の東方にひろがる水田地帯は

天武天皇の飛鳥浄御原宮跡の所在地と推定されており、当遺跡は7世紀の飛鳥を考

える上で極めて重要な位置を占めているのである。

皿 第3次調査の概要

遺構は大きく分けて7柑紀中葉と後半fJ):」時期に造営されており、第1• 2次調

査の成果と符合している。

7世紀中葉の遺構には石組溝A・B、石敷A・B・C、バラス敷Aがある。 7世

紀後半の遺構には東西に伸びる掘立柱列とその墓壇、方形石組遺構、掘立柱建物・

溝等がある。なお、調査区南辺では第1次調査区から続いて西流する自然流路によ

つて広範囲にわたって遺構が破壊されている。

1. 7世紀中葉の遺構

（石組溝A)

（石組溝B)

石組溝Aは第1次調査区i暉端で検出した南北石組洞S0130の北

端から西に折れる東西石組溝の延長部で、西へ約 7mのびたあと再び北折しそのま

ま北へ—・・直線にのびている。猫 0,8m、深さ o,7mで底には河原石を丁寧に敷きつ

めている。溝の北半部では後世にその側石の多くが抜き取られており、底石のみが

遺存する。底石は一部では二重に敷かれているが、上層の底石面は下麗に比べてや

や不揃いである。上• F窟ともに底石上には砂屈の堆積が認められ、かなりの流水

のあったことが知られる。上栖の石敷は下爵の砂脳の上に設けられており、溝の改

修時の仕挙である。この石組溝は今次調査区の北方へ水を引くための旅設であろう c

石粗涸Bは第1次調査昼の西南端でSD130に取り付く幅0,457阻

ll 
これまでの調査

第1• 2次調査の結果、 7世紀代の遺構は二時期あることが明らかになった.7 

世紀中葉の遺構としては既述の石組溝のほかに、その東方で、掘立柱建物等が発見

されlいる。 7世紀後半には七組溝を埋めたて、付近一帯に盛土したあと、新たに

大規模な掘立柱建物が造営されたことが明確になっている。 7世紀中葉までの遺構

を変史した後半の事業規模の大きさには目をみはるものがある。また、建物周囲は

河原石を敷きつめて舗装しており、両時期ともに飛鳥の宮殿遺跡に特徴的な工法が

とられていることが注目される。

深さ0,45m,とやや小振りの東西涸の西延長部にあたり、取付部では、底石面がSD

130<1)底より約25c畔恥ヽことが判明している。今匝1の調査区内では底石のみが残

る状況となっているうえに、調査lメの中程以西については自然流路で壊されていて、

その行先は詳らかでない。この溝は石組溝SD130から西へ水を引くためのも(J)

で、西方に水を使う何らかの施設の存在が想定されるが、その解明は今後の課題で

ある。なお、石組溝Bの南には石敷Cがある。石敷Cは20~30c凩大の河原石を敷さ

つめたもので、石粗溝Bに接して南方に広がるものと思われる。北方への広がりに

ついては後世の自然流路による破壊が著しいために詳らかでないが、後述する石敷

. A・ Bへ連なる可能性がある。
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（石敷A.B) 調査区西辺では石敷A・Bを検出した。両者は一連のものである

が、中程を 7世紀後半に破壊されており、便宜上、 A・Bに分けて述べる。
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石敷Aは調査区の西北部に広がり、東南に高く、西北方に緩く傾斜している。広

範囲にわたると共に、やや大型の石を用いており、飛鳥の石敷としてー級の内容を

そなえている。石敷A(/)束辺は東に緑を揃えて見切っており、その東方にはバラス

敷Aが続く。このバラス敷は黄色砂質土で整地した上に薄く敷いたもので、上面は

石敷面に揃えている。石敷Aとは手法を異にするが、石敷と周様に舗装のためのも

のであろう。現在までのところ、石敷Aやバラス敷Aに伴う建物等の施設は確認し

ておらず、石傲Aやバラス敷Aは広大な広楊の一部をなすものと思われる

石敷Bは閾査区の南半部で検出した。 7世紀後半の遺構が復複しているために、

石敷はその一部を検出したにとどまっている。この石敷は西南側が高く、北と束と

へかなり急に傾斜する特異な構造のものである。この傾斜面の輻は 2頂弱で、その

上・下の比高差は現状で約20c凧を測る。本来はさらに高低差が著しかったものと思

われる。領斜面に続く石敷はなだらかな傾斜で北・東に広がり、一部ではバラス敷

に続くことを確認している。

2. 7世紀後半の遺構

7世紀後半には中葉期の土地利用を大きく改変し、新たに大規模な造営が行われ

ている。まず、調査地の西半部を中心に厚さ20cmほどに黄色土を盛土して整地が行

われる。石敷A・B、バシス敷Aはこの黄色整地爵によって覆われて地下に埋もれ

る。遺構としては掘立柱列と、これに伴う基瞳、掘立柱建物、石粗遺構等がある。

（掘立柱列A基壇） 調査区の中程で検出した東西に伸びる掘立柱列と、これに伴

う基喧である。柱り」は東西15閻分を確認している。柱問寸法は約2,55mである。東

は第1次調査で検出した掘立柱の塀に連続するものとおもわれる。これまでに東西

約78煎分を確認したわけである。基壇は黄色土と黒褐色土を互廣に積土したもので、

幅は約 3頂である。発掘侶の西端には嬰鞘南緑の化粧石が一部残っている。また、

一部では化粧石の抜き取り穴を検出している。細部については、今後の調査で明確

にしていきたい。

（石組酒構） 石敷B(J)東には大きな河原石を用いた石組還構がある。平面形はほ

ぼ方形で、内法で東西 3,0煎、南北 3,2mを測る。深さは 0,6訊ほどである。底に

はやや雑ではあるが玉石を敷いている。掘形は石敷Bを壊して穿たれている。その

性格については今のところ詳らかでない。

（掘立柱建物A) 石組遺構の東に接して掘立柱建物Aがある。東西5閻（約 9,5

現〉、南北1間（ 4,2m)の東西棟である。柱穴は自然読路で削られており、●→部

(f)柱穴はその痕跡を失っている。発掘区の束端にも掘立柱建物があるが、まだ全貌

は明かになっていない。

そのほか、 7世紀後半の遺構としては東西素掘り溝Aがある。幅1訊、深さ 0,4

訊で、発掘区の東鉗から西端まで、まっすぐにのびている。この洞は璽複関係から、

掘立柱列Aとその基壇よりも古いことが判明している。

（その他の遺構） 以上のほか、 7世紀後半から末にかけての時期の遠構には素掘

り溝・柱穴・士壊等多数があり、天武朝以降もなお当地では活発な土地利用が行わ

れていたことが窺える。

IV 遺物

今回の調査で出土した主な遺物としては土師器、須恵器、軒瓦、丸 ♦ 平瓦、硯、

鉄緞、鉄釘、銀製品、管玉、ガラス／J¥玉、砥石、紡錘車がある。土師器は 7世紀中

葉以降、 7 世紀末ないし 8 世紀初韻にかけ＾・(•(J) 時期のものが多量に出土している。

ことに 7世紀後半期の土器の出土星は膨大である。軒瓦では飛烏寺式の単弁蓮華文

軒丸瓦や奥山久米寺出土のものに類似した単弁蓮華文軒丸瓦が少縫出土している。

ほかに、川原寺式の複弁蓮華文軒丸瓦や菫弧文軒平瓦がある。

V まとめ

個々の遺構の年代や性格については調査途中でもあり、なお不分明な点が少なく

ないが、これまでの調査成果と今後に残された課悶について簡単にまとめておきた
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7世紀中葉の遺構としては石組訴のほかに、広包囲にわたる石敷の存在が明確に

なった。この石敷は第1• 2次調査で検出した建物四周の石敷とはやや性格を異に

するもので、バラス敷と共に広大な広場を形成していたものと考えられる。これが、

『日本書紀』の斉明紀を中心にたびたび登垢する「飛為寺西の槻樹」の広場、ある

いは「飛烏寺西」の広場の一部に相当サることは認ほ湖達いない。この広親は斉明

朝には北方や南方の人々を饗応する哲台となV） 、その際には須弥山石などが築かれ



た場でもあった。今囲の発掘地はこの広場の中の北部に位置するものとみられる。

「須弥山石」や「石人像」が据え置かれた本来の場

所は明らかになっていない。また、これら石造物との関連で近くに所在の推定され

しかし、これまでのところ、

る「石上池」についても、 これから調査.研究を深めていかねばならない。西南に

，ー、‘

接する水落還跡（斉明朝の水時計の跡）との関連を含めて、今後に残された課題は

少なくない。

7世紀後半には第1次・ 2次調査区、さらに水落遺跡を含めた広範囲に、中葉の

土地利用を大きく改造する大規模な造営工事が行われたことが明確になった。こと

に、掘立柱列Aは飛烏寺の北面大垣の北約 9煎の位置を東西方向に一直線にのびて

おり、北方に広がる重要施設の南を限る塀状の施設にあたるものと考えられる。天

武天堅の飛爬浄御原宮跡との関連でとくに注目される施設といえよう。
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石神遺跡第 3 次発掘調査這構略図

a
 
賣

z
／ム
j

／＼ 

)
 ｀
 

l
 

i
7
 ャ

i
lト
ー

～

＼
バ
汀
ー
ン

し

Il「
'~\ 

包

し二喜-晶昴笏(T、．＇し．」し別可．
0. 9.．．， 

o. . o・・ 

°．召~):~、 99

三三二亭
.．.．.., n.．‘'．.. 
`..sー→直Uャ^．．

·-~···-~--、•→

｛ 

i 

I剛ニ
ト9 9 V戸

第2次調査 ！ 

/ ＼0Jli :―--こ～～
,-- -J ~ -u r --

----；寸――・
7 

‘̀ 

二f¥--1←：ロ―--Cで心

第1次調査
.:. 

---～ -～—-、- -、

~ 

に 10 
石敷C

20M 
I l 


